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研究テーマ（発表タイトル） 

山村留学の新たな可能性 ～福岡県新宮町相島(あいのしま)を事例に～ 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちの地元である福岡県粕屋郡新宮町の中心部は、駅周辺の整備やマンションの増築などにより人口が増加している。そ

の一方で、新宮町郊外では人口が減少しているという地域格差の問題がある。著しく人口が減少している相島は、小中学生の

減少による学校の廃校を防ぎたいという島民の声をきっかけに、今年の４月から山村留学制度を開始した。相島での名称は、

「漁村留学」という呼称を使用している。(本研究では山村留学の名称を使用する。) 

『山村留学の本来の目的は様々な自然体験や農山漁村の暮らしを体験することで、子供の「生きる力」を育むこと』（2010

赤羽・佐藤）とされている。しかし、相島の山村留学の募集対象は「自宅からの通学が可能な学生」となっている。そこで、先行

研究から相島の小中学生は、施設や里親のもとで生活する学生よりも経験値や自己の成長が十分に得られないのではないかと

考えた。研究を通して様々な調査を行うことで、相島の「山村留学」を小中学生にとってより自己の成長につながる制度にしていく

ことを目的として一般社団法人新宮町おもてなし協会の協力を仰ぎ新たな山村留学の生活方式を提案する。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

山村留学とは親元を離れ、１年単位で自然豊かな農山漁村で生活をしながら、自然体験活動や集団体験活動を通して、

心身の健全育成と子どもの可能性を引き出す教育実践活動のことである。実施形態としては、以下の５つに分かれる。 

＜実施形態＞ 

・里親方式…地域にホームステイして生活をする方式 

・家族方式…家族で転居し、地域で生活をする方式 

・寮方式…山村留学センターなどの寮で生活をする方式 

・併用方式…半分は寮で生活し、残りの半分はホームステイをする方式 

・通学方式…自宅から山村留学先の学校まで通う方式 

 

本研究では、施設や里親のもとで生活する学生を留学生、相島の通学方式で通う学生を通学生とする。 

５つの生活方式別で山村留学地域の特徴を知るために、調査・分析を行い表にまとめた。 



＜山村留学 実施形態別メリット・デメリット一覧表＞ 

実施形態 メリット デメリット 

里親方式 

・生活する力がつく 

・地域の生活文化を体験することで、交流しやすく溶け込

みやすい                          など 

・里親の負担が大きい 

・地域住民の高齢化により、受け入れが中止される可能性が

ある                               など 

家族方式 

・家族ぐるみで地域交流ができる 

・直接的な移住につながる 

・空き家の再利用                    など 

・親に甘えてしまうため、他の宿泊型の方式に比べて、自立性

の向上を見込めない 

                                 など 

寮方式 

・留学生同士すぐに仲良くなる 

・共同生活の中で協調性が身につく 

・テレビやゲームの依存を解決する           など 

・集団生活のストレスからホームシックになることがある 

・施設の維持や指導員の人件費などの費用がかかる 

                                 など 

併用方式 

・寮での集団生活では自立性や協調性が身につき、里

親との生活では家庭的な雰囲気の中で地域の文化を体

験できる                          など 

・ホームシックに陥る可能性がある 

・環境の変化に慣れるのに時間がかかる 

                                 など 

通学方式 

・費用がさほどかからない 

・万が一の際、親にすぐに会うことができる 

                               など 

・渡船通学だと天候に左右され、登下校できない日がある 

・宿泊体験による経験値を得ることができない 

                                 など 

(筆者作成) 

島での生活や豊富な体験活動を行っている留学生の声としては、協調性や自立性などが身につき自己の成長に繋がったとい

う意見が多く上がっていた。 

一方で、通学生の声は山村留学でなくても経験できることばかりが目立った。私たちは、現状の相島の通学方式で参加する

小中学生は、施設や里親のもとで生活する学生 

よりも経験値や自己の成長に差があるのではないかと考えた。 

 

３．研究テーマの課題 

山村留学の本来の目的は地元の学校に通い地元の子供と一緒に生活を送り、様々な自然体験や農山漁村の暮らしを体

験することで、子供の「生きる力」を育むことである。 

しかし、相島の通学生は自宅から山村留学先の学校まで通うため、施設や里親のもとで生活する留学生よりも経験値が得ら

れず、自己の成長に繋がらないことが課題となる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

＜新方式ハイブリット形式「ふるさと方式」～留学先を第２のふるさとへ～の提案＞ 

相島の漁村留学の経験値や自己の成長を向上させるために、従来の通学方式に里親方式を加えたハイブリッドな形式である、

「ふるさと方式」を提案する。 

 

【具体的内容】 

・週に 1 度、漁村留学生が島民の家に宿泊する。 

・里親になる島民は１年間、担当の留学生と共に生活をする。 

・里親に支払う委託費は月額 5,440 円である。 
（筆者作成） 



５． 研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

① 全国山村留学協会作成、平成 29 年度山村留学実態調査報告書に記載されている全 141 校の、制度開始年度

を調べた。その上で、里親方式・家族方式・寮方式・併用方式・通学方式といった５つの実施形態別に分類し、留学

にかかる費用を調査した。 

また、5 つの実施形態別で一番長く実施している 4 校については、インターネット・文献・電話を用い、文部科学省が定

めている山村留学ガイドラインに基づき、各校の該当率を調査した。 

※山村留学ガイドライン・・・各山村留学実施校の様子を正確に見極めるための指標のこと。 

② 調査を行った５つの実施形態それぞれの中で、最も長く実施している学校にその方式を取り入れた経緯と山村留学に

参加した児童の声について電話調査を行った。 

③ 分析を踏まえ制度の発展に有効な施策を、新宮町役場・相島山村留学担当者に提案した。 

 

６．結果や今後の取り組み 

留学生と通学生を調査、比較・分析したところ、通学生に比べ留学生の方が、成長の過程で社会性が身につく上に高い経験

値が獲得できていた。さらに、山村留学でより高い効果を得るには自然の中での生活体験が必要であることがわかった。 

そのため、現状の参加する子供が週に１度、里親の元で生活する通学方式と里親方式を加えた、ハイブリッド形式の「ふるさと

方式」を考案した。 

実際に新宮町役場の担当者にプレゼンテーションをしたところ、２つの方式を組み合わせるという発想はなく、費用も妥当であ

るということだった。さらに、引き続き通学方式をベースにし継続する意向だが、「ふるさと方式」を参考にしつつ、来年度以降は地

域の受け入れ体制を強化しながら里親方式との組み合わせを取り入れていきたいという意見をいただいた。 

 

 

 

以上の研究で、私たちは相島の現状やニーズに対して最適

な方式を提案した。 

運営主体だけでなく、各組織が連携・交流することによって

輪を広げ、制度の認知度や理解向上に努めることで、将来的

には相島への移住につながる可能性をもった制度になると考え

る。 

そのため、今後はさらに山村留学制度を活性化できるように、

すでに動き出している新宮おもてなし協会主催の様々なイベン

トでの提携をはじめ、より地域間の交流促進につながる取り組

みを行っていきたい。 
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【企画シート作成上の注意】 ※「第９回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 
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